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【はじめに】作業療法の養成教育のカリキュラムにおいて、精神障害に対する作業療法
士としての治療・援助を学ぶことは必修であり、多くの学生が精神科病院や精神科クリ
ニックに長期に亘る臨床実習に臨むことになる。しかしながら身体障害領域で行われる
ように関節可動域や筋力の測定、それらの訓練という明確な技術、指導を受けることが、
精神疾患という目には見えづらい疾患である特性から、実習において学ぶべき点・達成
目標があいまいである点が多い．たとえば ,現在の精神科領域の実習指導の中心となって
いるのが精神疾患患者へのコミュニケーション力や観察力、患者の言動から患者の思い
や考えを推測することなどいずれも確固たる基準があいまいなものが多い。それゆえ、
学生は実習の現場で戸惑うことも多く、症例レポートを書くことが大変負担になり、睡
眠時間の減少や多くの負荷がかかる学生も少なくない。また曖昧であるが故に、実習指
導者や実習施設によって、指導方法や指導量などの差も大きい。そのような現状に加え,
昨年,理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の改定が行われ、臨床実習自体の在り
方が大きく変換を求められている。クリニカルクラークシップの導入や OSCE の導入が推
進されており、従来の臨床実習からの変換が求められている。さらに自宅学習やレポー
ト課題の軽減なども盛り込まれている．そのような現状において、精神科領域における
臨床実習の指導方法の現状を明らかにし、そして学生・指導者双方にとって効果的且つ
よりよい指導方法を新たに提案したいと考え ,本研究を実施した．  
【目的】本研究では、まずは現状行われている精神科領域の実習指導方法や内容、学生
にとって有効と思われる指導内容等を把握し、学生にとって有意義な精神科実習となり、
また臨床実習指導者にとっても効果的且つ効率的な教育方法となるような、これからの
精神科領域の臨床実習のよりよい指導方法を具体的に提案することを目的とする．  
【方法】精神科領域における臨床実習指導者に対し、半構成的インタビューを実施する。 
インタビューの内容は、日本作業療法士協会発行の臨床実習指導者マニュアルの項目
沿って作成した．研究対象者は ,①作業療法士の経験が 10 年以上であり、精神領域の臨
床指導者の経験が 3 年以上且つ複数の学生への臨床実習指導経験者と ,②勤務経験が 3
年未満の精神科領域における新人作業療法士とした．得られたデータはすべて逐語録に
お越し,質的記述的分析を行った．尚 ,本研究の実施にあたって聖隷クリストファー大学
倫理委員会の承認を得ている．  
【結果】今回,10 年以上の経験作業療法士 5 名と,新人作業療法士 4 名にインタビューを
行った．経験作業療法士は,「知識・技術面よりもコミュニケーション力」 ,「情意面が
最も重要」,「自己の成長や特性に気づく」との意見が多くみられた．新人作業療法士は ,
「コミュニケーション技術」,「自ら学ぶ姿勢」,「報告・連絡・相談」,「客観と主観の
区別」など様々であった．  
【結論】今回の研究で,臨床実習において重要視すべき点がある程度明らかにすることが
できた．特に知識・技術面よりもコミュニケーションや積極性などの情意面が精神科領
域では重要視されていた．今回の研究を基に今後 ,更なる調査を継続して行い ,早期の精
神科作業療法臨床実習の指導マニュアルの完成に繋げたいと考える．  
 
